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研究要旨：大腸癌肝転移切除後患者を対象としたフルオロウラシル/l-ロイコボリンとオキ

サリプラチン併用補助化学療法(mFOLFOX6) vs. 手術単独によるランダム化Ⅱ/Ⅲ相試験

(JCOG0603) の参加 1 施設として症例を登録している。平成 19 年 11 月 1 日から平成 26
年 12 月 31 日までに 5 例の登録を行った。手術単独群に 3 例、術後補助化学療法群に 2 例

割り付けられた。術後補助化学療法群では mFOLFOX6 を 12 コース完遂した。 

 
A．研究目的 
 大腸癌肝転移切除後患者を対象としたフ

ルオロウラシル/l-ロイコボリンとオキサリ

プラチン併用補助化学療法(mFOLFOX6) 

vs. 手術単独によるランダム化Ⅱ/Ⅲ相試験

(JCOG0603)の参加 1 施設として症例を登

録している。 

 
B．研究方法 
 JCOG0603 研究実施計画書に基づき、適

格症例に対して全例研究への参加を依頼し

ている。肝転移に対する現在の標準治療は

手術単独であること、その上で再発予防の

た め 化 学 療 法 を す る の で あ れ ば

mFOLFOX6 などの強力な治療が必要であ

り、5FU/LV やそれに準ずる内服治療では

不十分で当科では行わない方針であること

を説明している。 
（倫理面への配慮） 
 患者さんには上記の内容、当科の方針を

十分に説明して理解していただき、信頼関

係を構築した上で同意を頂いている。 
 
C．研究結果 
平成 19 年 11 月 1 日に第 1 例目の登録を

行ってから平成 26 年 12 月 31 日までに 5
例の登録を行った。手術単独群に 3 例、術

後補助化学療法群に 2 例割り付けられた。

術後補助化学療法群ではmFOLFOX6を12
コース完遂した。 
D．考察 

 肝転移単独での手術適応例の中で本研究

の対象となる症例は比較的少ない。そのた

め適格症例の積極的な研究参加が必要であ

る。患者さんに本研究の内容を十分に説明

しご理解頂き、当科としての方針も説明し

同意を得るよう努力している。 
 
E．結論 
 本研究の重要性は非常に高いと考えてお

り、今後も同様に継続していく予定である。 
 
 

 


